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英語聴解力養成指導法再考

渥美正平

はじめに

英語を聴いて理解するという問題を言語学的視点から捉えてみるとき，そ

こにさまざまな程度と種類の差が見られる.私事で恐縮だか，筆者が学生の

折，グラント先生の米文学史を受講した際，先生はよく通る声で割に易しい

語棄を用いてゆっくり話されたので70"-'80%は理解できたように思う.と ζ

ろが，その後，先生がキャンパスの中や研究室の近傍で不図出会ったとき話

しかけられる英語は途端に解りにくくなった. ときには早口に話されるため

の音声面で，ときにはゆっくりではあるが当時の私には未知の成句の使用で，

また，あるときは言語形式はよく解るのにその場の情況と合わない皮肉とも

冗談とも判じかねる表現のゆえに・・…・といった具合で，筆者の当惑振りを楽

しんでおられた? ように見受けられた.誰かと会話をされている先生の声

が少し離れたところにいた私の耳に聞こえてきたこともあったが，面と向か

つて話し合う場合と違って一段と聴き取りが困難であった.これに類する経

験は誰にもあるのではなかろうか.このように同ーの人の言葉が時と場合に

よって理解度に差を生ぜしめるのは，聴解というものが音声，文法，意味，

更に文化，社会的背景といった分野とも係わりをもっていることを示す.従

って，われわれが英米人並みの聴解力を得ょうとするならば，それは英語の

上記全分野に亙る知識を彼等と同程度にもつことが前提条件とならねばなら

ない.次に本題に移って，聴解とは何かを明らかにし，現今の日本の大学が

抱いている諸条件をふまえて，英語教育の一環としての聴解力養成の指導が
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いかにして効果的になさるべきか，その方法と手順につき原理的考察を進め

ることにする.

聴解とは何か

聴解とは，話し手によって信号化 (encode)された伝達内容を音声，文法，

意味の三部門に亙って解読する (decode)行為と定義できょう.換言すれば，

われわれは言語信号としての音声を耳で認知し，意味と連合させるのである.

日本語においてはわれわれは音韻体系や文法体系を完全に習得しているので，

話し手の話し方といった面よりも内容にのみ注意をすればよいが，英語の場

合は，その聴解に当たっては聴覚的認知と意味理解の二つの processに分け
2 

て考えた方がよい.正に，今井氏も指摘されるように，音声が聴き取れない

ために意味が聴き取れないというだけでなく，意味が聴き取れないために音

声が聴き取れないという，英語の聴解指導において留意すべき皮肉な現象も

実際に屡々見られるのである.このことは予め日本語で，聴かせる英文の意

味内容を伝えておくだけでも聴き取りの結果に差を生ずることがあることか

らも察せられる.要するに，われわれが伝達内容を完全に理解することは，

その言語の音韻，文法，意味の全領域をカパーする体系を知って初めて可能

となるのである. これについては Leonも Malmbergの言葉を引用して，

「学習者は，彼等が学習言語の構造を総て習得してしまったときにのみ正し

く聴き取り完全に理解するようになるだろう.このことは，われわれは何が

言われそうかが既に解っているならば聴き取ることができることを意味して

いる. そして以上のことは， Malmbergによって引用されているように，
3 

Homer Jacobsonによっても更に確認されている.Jと言っている.

聴解のプロセス

聴解の過程では音韻解読，文法解読，意味解読が実際殆ど瞬間的に同時に

なされるものであるが，一応順序としては先ず，音韻解読から始まり，文法
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解読を経て意味解読に終わると考えてよい.
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1.音韻解読 聴き手が話し手の発する音声を言語信号として解読するた

めには，聴き手が話し手と同じ音韻体系を有しているということが前提とな

る.これな〈しては，話し手の発する音声は聴き手にとって単に無意味な音

の連続に過ぎないのである. [話し手の発する音声からは多くの情報(年齢，

性別，健康状態，心的態度等〉を得るが，それ等は通常狭義の言語活動とは

無関係なものとして考慮の対象から外す〕聴き手は自己の内在する音韻体系

に照らして話し手の音声の流れを音素の連鎖として解読するのである.

2. 文法解読 これは音素の連鎖として解読したものをより大きな文法単

位，即ち，形態素，語，句，節，文といったようなさまざまな構造体に分類

することである.文法解読も聴き手が話し手と共通の文法体系をもつことが

前提となっているのであって，聴き手は自己に内在する体系と照合して解読

行為を達成すると言えよう.この解読は意味体系との照合を必ずしも必要と

しないもので，例えば，次のようなこつの文(1)Color1ess green ideas sleep 

furiously. (2) Furiously sleep ideas green colorless.において，(1)を英語

の文法に適っていると解読し， (2)を文法的でないとすることをいう.また，

“the shooting of the hunters"は(1)The hunters shot something.と(2)

Someone shot the huntersのどちらをも意味するので暖昧であり， その解

決は意味体系との照合に{壬されるのである.

3. 意味解読 これも意味体系を話し手と聴き手が共有している乙とが前

提とされる.一体，意味は極めて多義的で漢として捉えがたい面があるので

概念規定が不分明の場合が多い.つまり，人によって概念範轄の種別の数も，

その範囲も異なるから，高度に抽象的な学問などにおいては semanticrange 

の違いから誤解が生じ，話し手の伝達内容が聴き手に的確に伝わらぬことも

あり得る.しかし，一般の言語活動では両者の意味体系はほぼ一致し，意味

解読による内容理解がなされているものと考えられる.

先にも触れたように，われわれは聴解過程において，必ずしも上記の解読
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の三段階を明確に区分して記述した順序に従って行なうわけではない. }I頂序
4 

が逆になる場合もあり得る.要するに，われわれは音韻，文法，意味の三分

野に亙る解読を殆ど同時的に行なうのである.

言語の余剰性

聴解と重大な係わりをもっているものに言語の余剰性がある.いかなる言

語も一定量の余剰性をもっていると言われている.例えば，英語の余剰性は

約50%と推定されている.この余剰性は言語の非能率的な部分とされながら

も，電話通信などにおいては，これがあるため雑音や妨害が入って一部分信

号が途切れても適当に判断して解読することが可能となるのである.われわ

れは英語の体系を完全に身につけておらないため英米人の会話を少し離れた

ところで overhearした場合聴き取れなくなるが， これは言い換えれば余剰

性を利用できないからである.言語の余剰性は，また，後述する多くの連声

(れんじよう)Sandhi現象を生ぜしめる余地を与える. そして， これが外

国語としての英語学習者にとって聴解上大きな障害のーっとなっているので

ある.

聴解力養成指導法

聴解行為のプロセスを分析した上で言える乙とは， H. E. Palmerが英語

教授研究所で1934年2月に発行した TheBulletin No. 101に発表した彼の

所謂外国語の教授学習に関する指導原則ともいうべき公理10条中の第3条か

らも察せられるように，聴解力養成の基本は，要するに，音声と意味の結び

つき，即ち，聴覚像と概念の融合 (Fusion)を完成することにあると言えよ

う.そして，これを達成するために，認知 (Identi五cation)の段階から日本

語の使用を禁止して専ら DirectMethod系の外国語教授法にのみ頼ろうと

いう傾向が今日，一般的である.しかし，教授手順の上からは疑問があるよ

うに思われる. 成程最終的に Fusionの達成を目指す以上， DM系と対眠
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的関係にある Grammar-TranslationMethodでは母国語を介在させる点か

らも，英語の音声と意味の直接の融合を妨げるだろうとの懸念は尤もである.

しかし，指導過程において両者の何れか一方に偏しなければならない必然性

は少しもないのである.伊藤嘉一氏もこの間の事情を次のように述べておら

れる1"前者は母国語排除，習慣形成的，帰納的で音声言語を強調する.逆

に後者は，母国語利用，認知的，演緯的で文字言語を強調する.両者の特性

は全く相反するものであるが，外国語教育では両方共必要なものである.何

故なら片方では言語教育のー側面しかカパーできないからである. (中略)

いずれにぜよ，両者の特性は外国語教育にとっては相補的なものであり，両

者はどこかで統合されなければならない.J 

一体，両者共それぞれ長所と欠点をもっているのであるから指導目的に応

じて採長補短をすればよいのである.われわれの聴解力養成の指導対象が日

本の大学生であることを考えるとき，幼児期の母国語の学習過程をその偉踏

襲しているとも言える DM系の教授法は既に成人である学生に適用するの

には無理があり，況して，限られた授業時間数，大学の大衆化，マンモス化

に伴なって余儀なくされる過大な classsizeや学生聞の著しい学力差など諸

々の制約条件を抱えている日本の大学での教育の一環としての在り方を考え

るとき，修正すべき余地は充分にあると言えよう.正に Ausubelも言うよう
9 

に，文字の読める成人が文字の読めぬ幼児と同じ方法で学ぶことを期待する

こと自体が不自然である.

成人学習の特賞

学習上成人が幼児に比べて劣る点としては， (1)母国語の干渉を受け易く聴

覚的弁別能力の減少. (2)調音器官の柔軟性の衰退. (3)機械的暗記力の弱化，

(4)蓋恥心の増加が考えられる.これに反して優る点を列挙すると，似)成人は

一般的規則の適用とか，発音器官についての学習や発音記号の使用などによ

る詳しい指導を伴なった知的学習が可能である. (同課題に対する精神集中が
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強力. ((コ)学習の長時間持続に耐え得る. (防学習の動機に勝り，学習法を心得

ている，等が挙げられようが，以土の諸項目は一般的に認められているだろ

うとはいえ，中には実証されるに至っていないものもある.実際には逆のケ

ースもあるだろう.しかし，明確な違いとしては，知的学習と暗記学習の割

合の差で，成人の方が知的学習の比率が蓬かに高いということである.

学生聞の能力差

成人の特質と共に考えねばならぬ問題として学生の個体差がある. Jako・

bovitsも言うように，学生は各自異なった関心，需要，適性をつもているこ

とを認めねばならない.乙の事実を認めないと，彼等が重要なことは何も学

ばないという惨潜たる結果を招きかねない.これは具体的には， (1)学習意欲

(2)聴覚的識別能力 (3)模倣能力 (4)学習速度等の差として現われる.大学に

おける授業形態が一斉授業という形で行わざるを得ぬ現状が不可避とするな

らば，できるだけ遅進学生もついて行けるような配慮が必要である.

聴解力養成指導手順

われわれは学習心理学的観点よりの分析に基き，効果的教授法は学習者の

年齢や知的レベル，学習環境等を勘案したものでなければならないことを知

った.そこで日本の大学英語教育の現状にマッチすると考えられる聴解力養

成指導手順の骨子を記させていただくと次のようになる.

第 1段階:教材を文字の形で与え，認知主義学習理論に基き，文法訳読法

を通じて内容理解を徹底させる.

第2段階:英語の音韻体系を母国語のそれと対照しつつ習得させる.

第3段階;LLを利用して Audio-lingualReadingを行なう.

第4段階:聴解訓練の実施

第5段階:聴解テストの実施

先ず第1段階については，聴覚口頭習慣形成理論 CAudio-lingualHabit 
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Theory)からすれば，音声から入る前に文字を出したり，母国語に翻訳する

ことは理論に惇ることになる.しかし，いわば「文字j 文化の中で育った成

人には文字抜きの学習は非能率的と言える.たとえ聴き取りの訓練と難も，

もし，テキスト無しで専ら耳だけに頼ることを期待されると，学生の或る者

は極度の緊張の余り音が判然聞こえずパニヅグ状態になる. こうした不安感

が彼等の音声や語群の識別能力を低下させる. Estarellasや Reganは文字

という視覚上の手懸りが記憶や音声の弁別にすら役立つとして Pirnsleur，
12 

Mace， Keislar， Dunkel， Pi1let等の報告を挙げている.

一方，音声教材の形で聴覚に訴えて内容理解させんとする場合，例えば，

語棄では新語の密度は60語から最大30語につき 1語を超えてはならないこと

が実験的に証明されているようである.つまり，上記の限界を超えた割合で

未知の語に遭遇すると，文脈による推理が不可能になる.羽鳥博愛氏は「筆

者が毎週 dictationをやるというと恐怖を示し，未知語の意味を辞書を引く
14 

前に前後の文脈から類推させようとすると白痴に近い反応を見せる.Jと言

われているが， Saportaの言葉を侯つまでもなく，文脈から新語の意、味を推

測させるということは時間のロスの割に非能率的で，而も学生間の学力差を

考えると母国語による翻訳で内容理解をさせる方が遥かに優ると言えよう.

意味の確認という点では母国語による翻訳乃至は解説が一番安心感を与える

のは大方にとって事実である.

言語の意味構造の違いという点からは厳密な翻訳が不可能であることは言
16 

を侯たない.しかし，或る程度まで正確に翻訳することが可能であることも

事実である.さもなければ学問の受流などあり得ないし，況して同時通訳は

成り立たない筈である. 適訳が得られない場合 realiaを用いたり， 文化的

背景の解説で目的は達せられよう.

次に，教材の問題であるが， 日本の大学の場合，仮りに本学を標準として

正課の授業時聞が週2時間(実質90分〉通年30週として60時間2単位履修と

考えてみると，毎時の教材の分量は500字内外の纏まりのある比較的易しい
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(英和辞書さえあれば大半の学生が理解できる〉ものが，対話形式，物語形

式を問わず理想的と言えよう.学生には予め家庭学習などで十分下調べさせ

ておき，文法，内容の点で意味不明の個所があれば質問させて内容理解を全

員に徹底させる.その後，学生に訳さずして意味理解をする直読直解を試み

させて，後の聴解ドリルに備えさせる.尚，教授者は教材を前以て十分研究

し，音声指導のポイント並びに指導法と手I1原を決めておかねばならない.教

材には初めから音調曲線や文強勢などが印刷されていることが望ましいが，

第3段階のドリルの際9 教授者が要点のみ指摘する程度でもよい.尚， sense 

unit毎に斜線をヲ!かせて句単位の理解をさせることも大切である.

第2段階では理論上は英語の音韻体系の総てを学び，その発音習慣を習得

して第3段階に移るのが望ましいが， Hockettも言うように，発音指導は兎

角単調に流れ学習意欲減退の倶れもあるので教材に密着した形で毎時少し宛

項目を選び，短時間で指導するのが無難であろう.

音韻体系の指導において注意すべきは，英語の音素対立を母国語の干渉の

ため聴き逃がしてしまうという学習上の困難点に対する配慮、である.特に日

本語に欠けている音素は発音上最も大きい困難が予想されるし，聴き取りの

上でも他の音素との識別が難かしくなるであろう. 日英両語の比較音韻分析

に関する幾多の研究は，既に，日本入学生の予想される学習上の困難点を確

実な論拠に基いた音韻論の手JI頂に従って体系的網羅的に提示している.

指導項目の概要を記すと，分節音素については 2音素乃至3音素聞の対

立を取り上げた聴覚ドリル，同一音素に属する異音とその分布を日本語のそ

れと対比して示す.また， ζれに関連して，音声環境による有声子音の無声

化，無声子音の有芦化， 気息音， 不完全破裂音， 声門閉鎖音， 音節構成子

音，子音連結等の項目の解説， 超分節音素については，英語の stress.timed

rhythmの特性を isochronismの問題を含めて明らかにし，高さ音素に普及

率の高い Trager.Smithの表記法を用いて， 一般米語に基本的な/231/型，

/233/型， /232/型等を中心に解説し，また，文強勢の置かれる位置とそれに
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伴なうイントネーションの下降点や上昇点の移動によって意味変化を生ずる

例など挙げて説明する.文強勢は通例内容語に置かれて，機能語には置かれ

ないが，文法体系に弱い日本人学生には，弱く発音され聴き取り難い機能語

の聴取こそ文法解読上必須のものである.普通 normalspeedの談話におい

てはリズムの影響を受けて，母音弱化や連声の現象を生じ易い.連声とは各

語が隣接する音に影響されて変化したり，省略されたりする ζ とを言い，そ

れには同化，連結，省略，縮約と称せられている項目が含まれる.語内に起こ

るものとしては米音の winter[win8r]， dance [dants]， bottle [ba?l] (ζれ

等は談話速度とは無関係に生じ得る)，語聞に起こるものとしては 1am go司

ing to do it. [aimgδun8du:8t] How did you fInd it? [haud38 fain8t?] 

What is the matter? [tsm;;均8r?]等の例が挙げられるが，こうしたぞんざ

いな発音が通じるのは既述の余剰性が利用されているためで，英米人と雄も

その種の文中の一語を抜卒して聴かせた場合は聴解率はぐんと下がるようで

ある.連声は聴取上最大の障害の一つであるが，その発生の条件，パターン

等を完全形式と対照した具体例と共に組織的に指導することは難関克服に役

立つことは寵いなく，聴解力向上への重要なポイントになるだろう.

第3段階としての Audio-lingualReadingが聴解力養成指導上果たす意義

については iAudio-lingual Readingの指導と LLJと題する拙稿において

発表済みなので，詳細は省かせていただくが，要は強勢や音調や休止等意味

決定に参加するものを総て表現するところの内容理解を伴なった音読でなけ

ればならない. これは Fusion達成を昌指す聴解への架け橋となる.

第4段階に至ると学生はテキスト本文を見なくても心理的に自信をもって

聴解作業(音戸と意味がどちらからでも直ぐ連想できるいわば Fusionの形

成〉に専念できる.録音教材を聴かせる速度は勿論 normalspeedであるが，

内容の難易に応じて適宜sense四group単位で休止をおくことは，続いて聞こ

えてくる音に流されてしまう前に反謁して認知した語句を記憶する機会を与

えるから後程の checkupに備えて考慮の必要がある.
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第5段階は予て用意された聴解力テスト問題を配布して行なう.従来こ

の種テキストの練習問題の形式は，真偽問題，多肢選択問題，空欄補充問題，

誤文訂正問題，書き取り等であるが，筆者提唱の指導手順では内容理解が

Pre-lab periodになされているから，真偽問題，多肢選択問題等は事実上読

解力のテストになる.そこで Fusionの達成度テストには空欄補充問題や書

き取り，同時通訳等が最適ということになる.空欄補充問題は学生に文の全

体的聴覚上の枠組みに気付くように訓練し，既知の語句で穴埋めさせる作業

であるが，この問題は書き取りさせるには余りにもスピーディな長文で，途

中休止をおいて区切ることのできないような音声教材の聴解テストに向く.

書き取りの場合は，聴取し難い連声や慣用的表現を含む精々12"-'13字迄の短

文か，長文なら途中 sensegroup或は breathgroupの単位で休止を置く

ことのできる文を normalspeedで一回だけ聴かせて書き取らせるのがよか

ろう Ladoは dictationを言語テストとして使用することには否定的見解

を述べているが Fusionの達成度のテストには適切と考えてよいと思う.

Ladoの言う綴りの問題も学生のレベルを考えて出題すれば問題はあり得な

い.尚，この外パラグラフの大意把握をテストするのもよかろう.

結びとして

既に述べたところで察せられるように聴解行為は単なる音韻解読だけでな

< ，文法，意味解読，社会的文化的背景の把握に至る総合的理解を必要とす

る.英語聴解力養成指導もこのような基盤に立って学習心理学的配慮の下に

行われてこそ効率があがると言えよう.現行一般の聴覚英語の指導は音声教

材を聴かぜた後に comprehensioncheckupを行ない，最後に文字教材を与

えて確認さぜる指導手順をふんでいるが，端的に言って内容の解らぬ音声教

材は何度聴いても解らないという弊を除くため，敢えて指導手11演の修正を提

案ずる所以である.何れ一長一短はあろうが，本指導法は内容理解を優先さ

ぜるため，聴取技能のー要素である記憶保持率が高まり，題材の面でも大学
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レベルの学生の興味の対象となり得る比較的高度で専門的なものも選び得る

し，学生聞の学力差も一層カバーし易いと思う次第である.
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